
                                                                  

 
 

                                                  

 

素敵な言葉・・・挨拶 

   校長  今野 忠  

 

 梅雨の時期を迎えるころとなりました。色鮮やかに紫陽花が咲き、晴れ間にのぞく青空が夏を感じさせます。 

 今月は運動会が開催されます。当日は天候に恵まれた中で活動できることを願っております。 

 各学校では、コロナを境にして運動会も含めた学校行事の精選を行い、教育課程の編成をしています。私は運動会を通

して、子どもたちに一番大事にしてほしいことがあります。それはどんな力（資質・能力）を身に着けたいかです。先生

方には、子どもたちにどのように成長してほしいかを明確にもって指導してほしいと考えています。子どもたちには、学

校行事を通して「なりたい自分」を目標として、自主的に取り組んでほしいと思います。 

 練習期間中、熱中症対策を万全にしながら取り組んでいきます。安全で安心な運動会が開催できるよう、ご家庭でもご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

 話は変わりますが、本校の子どもたちの素晴らしさの一つをご紹介します。それは挨拶ができるということです。どの

子もみんな素晴らしい挨拶をしています。自分から挨拶する子がとても多いです。挨拶ができることが当たり前ではな

く、社会性がしっかりと身についていると感じています。 

 朝、私が東門で挨拶運動をしていると、「おはようござます」の挨拶だけでなく、一言付け加えたり、質問してきたり

してくれる子どもたちも多いです。 

「校長先生！おはようござます。私は〇〇色が好きです。校長先生は？」。「（学校に）来るときにカタツムリを見つけ

たよ」。「私は将来、お店屋さんになるんだ。校長先生の夢はなに？」。「今日、（校長先生は）スーツ着ているね」。「今日

帰ったら、私の誕生日パーティーするんだ」。「おはようございます。何の食べ物が好き？」。「校長先生、おはようござい

ます。あと少しで（ハリーポッターの）本読み終わります！」などなど、人懐っこいもんぜん子は、挨拶しながら会話を

楽しんでいるようです。廊下等ですれ違う時にも、「こんにちは」と元気に声をかけてくれる子どもたちも多いです。 

きっと保護者、地域の方々が率先して挨拶をしていることで、挨拶のできる子が育っているのだと思います。 

 挨拶は人とかかわり、友だちをつくり、場を和やかにし、挨拶をした人も、された人も元気をもらう素敵な言葉だと思

います。 

今は挨拶が少し苦手という子もいます。そんな時は無理強いせず、挨拶できた時には大いに褒めてあげることで、徐々

にできるようになっていくものです。私は挨拶をするときに「和顔愛語（わげんあいご）」を心がけています。なかなか

出来ていないのですが…。 これからも挨拶が飛び交う温かい学校を築き上げていきたいです。 

最後に、挨拶はその人の人生を変えてしまう力があるというお話を一つ。 

「芸人としての才能がないから辞めさせよう」と、演出家がある青年を浅草の演芸場から追い出しそうとしました。す

ると仲間から「彼の挨拶は快い。辞めさせないで！」と青年を庇護する声が上がり、無事彼の首は繋がったとの事です。 

後のコメディアン 萩本欽一さんの実話です。 
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